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西江町長インタビュー　「就任 1年をむかえて」西江町長インタビュー　「就任 1年をむかえて」　



－ 2－

ー表紙の写真についてー

　2月20日、21日にわたり旭ヶ丘スキー場で雪トピアフェ

スティバルが開催されました。写真は、目玉イベントで

ある水面滑走トライアルの様子です。47名の参加者のう

ち、2名が見事に長さ約 3㍍水面を渡りきりました。

　山麓・岩宇・南後志地区の自衛隊入隊予定

者合同激励会が第一会舘で執り行われまし

た。町長や倶知安駐屯地司令などから激励の

言葉を受けた後、倶知安町出身の三浦君が謝

辞と入隊への決意を力強く述べました。

　藤幼稚園で豆まきが行われました。子ども

たちは、先生から鬼に豆をぶつける理由など

節分のお話を聞いたあと、やってきた鬼に元

気よく豆をぶつけました。ホールには子ども

たちの元気な声が響きました　

　若手農業者と他業種の人たちが交流する異

業種交流会が開かれ、初回のこの日は役場職

員との交流が行われました。「くっちゃんの

好きなところ・嫌いなところ」をテーマに、

約 2時間ほど語らいました。

2 12 若者たちの交流2 12 高い志を持って

２ 1 鬼は外！福は内！！

　倶知安高校がキャリア教育優良学校文部科

学大臣賞を受賞しました。3 年間を通し組織

的、系統的に生徒たちが自分の進路について

考えることのできる「ドリカムプラン」が評

価されての受賞となりました。

2 3 3 年間を通して夢を見つめよう！

　大規模災害等が発生し、駐屯地の隊員が被

災地へ派遣された際に、隊員が安心して職務

に専念できるよう、留守家族への支援を行う

ことを定めた協定が、倶知安町と陸上自衛隊

倶知安駐屯地の間で結ばれました。

2 17 自衛隊員とその家族を支える

　グラン・ヒラフスキー場で、倶知安ライオ

ンズクラブが薬物乱用防止の啓発活動を行い

ました。リゾート地区で活動が行われたのは

今回が初めて。外国人観光客へ、ティッシュ

を配り、薬物乱用防止を訴えました。

2 18 薬物乱用防止を英語で啓発



－ 3－

江
町
長
が
就
任
し
て
す
ぐ

に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
役

場
の
雰
囲
気
を
変
え
る
こ
と
で
し

た
。

「
住
民
窓
口
の
配
置
を
変
え
、
ま
ず

は
住
民
の
皆
さ
ん
に
来
て
も
ら
い
や

す
い
役
場
作
り
を
行
い
ま
し
た
」

　

ま
た
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
情
報
の

共
有
を
図
る
た
め
、
役
場
内
の
機
構

改
革
に
も
着
手
し
ま
し
た
。

　

町
政
面
で
は
、
平
成
27
年
７
月
か

ら
、
乳
幼
児
の
み
だ
っ
た
医
療
費
の

助
成
対
象
を
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

に
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

「
当
初
は
、
医
療
費
の
助
成
の
対
象

を
広
げ
た
こ
と
で
町
財
政
の
負
担
が

増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ざ
始
ま
っ

て
み
る
と
早
期
受
診
・
早
期
治
療
を

す
る
人
が
増
え
、
将
来
的
に
は
今
後

の
医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

　

今
後
、
町
長
が
力
を
入
れ
て
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
の
一

つ
に
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
育
成
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

「
ひ
ら
ふ
地
区
を
訪
れ
る
観
光
客
の

間
で
地
産
地
消
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
今
、
第
１
次
産
業
の
育
成

が
、
町
の
商
業
や
観
光
の
発
展
基
盤

に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
」

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
や
、
収
穫
量
の
減
少

な
ど
多
く
の
懸
案
事
項
を
抱
え
る
農

業
に
対
し
て
、
町
長
は
攻
め
の
姿
勢

を
見
せ
て
い
ま
す
。

「
農
業
は
す
ぐ
に
結
果
が
出
る
も
の

西

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
い
ス
パ
ン

の
中
で
農
家
の
方
々
と
し
っ
か
り
戦

略
を
組
み
立
て
て
い
く
つ
も
り
で

す
。
将
来
的
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

や
、
通
年
生
産
が
で
き
る
環
境
作
り

な
ど
、
新
し
い
視
点
も
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
く
つ
も
り
で
す
」　

　

農
業
に
並
び
、
町
の
基
幹
産
業
と

な
っ
た
観
光
に
つ
い
て
も
、
課
題
が

あ
る
と
町
長
は
語
り
ま
す
。

「
冬
と
夏
の
観
光
客
数
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
埋
め
る
こ
と
が
今
一
番
の
課
題
で

す
。
夏
季
は
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
を
目
的

に
多
く
の
シ
ニ
ア
層
が
町
を
訪
れ
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
新
た
な
価
値
や
仕
組
み
を

生
み
出
し
、
よ
り
幅
広
い
年
代
の

方
々
を
呼
び
込
む
工
夫
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」　

　

ま
た
、子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
に
向
け
た
保
育
所
の
新
設

整
備
な
ど
、
着
々
と
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

は
、
労
働
力
不
足
の
解
消
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
と
町
長
は
言
い
ま
す
。

「
子
育
て
環
境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
、
小
さ
な
子
ど
も
の
い
る
お
母
さ

ん
の
活
躍
の
場
が
増
え
て
い
き
ま

す
。
町
内
の
幼
稚
園
の
方
々
と
も
協

力
し
な
が
ら
、
待
機
児
童
の
減
少
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

平
成
42
年
の
新
幹
線
開
通
や
、
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ア
ル
ペ
ン
競
技

就任 1 年をむかえて

候
補
地
と
し
て
選
ば
れ
る
な
ど
、
こ

れ
か
ら
大
き
な
変
化
を
迎
え
る
倶
知

安
町
の
未
来
に
つ
い
て
町
長
の
思
い

を
聞
き
ま
し
た
。

「
新
幹
線
や
高
速
道
路
の
開
通
が
実

現
す
る
こ
と
で
、
倶
知
安
町
が
近
隣

へ
の
高
速
交
通
の
玄
関
口
に
な
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。
羊
蹄
山
麓
は
も

ち
ろ
ん
、
西
胆
振
地
方
と
も
広
域
的

に
連
携
し
、
交
通
体
系
を
し
っ
か
り

築
い
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
」

　

役
場
職
員
と
し
て
、
観
光
振
興
係

長
や
建
設
課
長
を
は
じ
め
、
多
く
の

職
務
に
携
わ
っ
た
中
、
た
く
さ
ん
の

町
民
と
語
り
、
共
に
汗
を
流
し
た
経

験
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
と
町

長
は
言
い
ま
す
。

「
１
年
間
を
振
り
返
り
、
ま
だ
ま
だ

町
民
の
皆
さ
ん
と
話
す
機
会
が
足
り

な
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
も
っ
と
町
民
の
皆
さ
ん
と
直
接

話
し
、
一
つ
で
も
多
く
の
課
題
を
発

見
し
て
解
決
に
向
け
て
動
い
て
い
く

つ
も
り
で
す
」

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
、
い
つ
も

倶
知
安
町
の
人
・
自
然
か
ら
パ
ワ
ー

を
も
ら
っ
て
い
る
と
町
長
は
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

「
倶
知
安
町
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に

恵
ま
れ
た
町
で
す
。
こ
れ
を
し
っ
か

り
と
活
か
し
、
住
ん
で
い
て
良
か
っ

た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
町
づ
く
り
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」　

　西江栄二町長が平成 27年 1月 28日に就任してから 1年が経ちました。
　「今までの人生の中で、最も早く感じた 1年でした」と語る西江町長に、この 1年間の所感、　
　またこれからの町の未来に向けての思いを聞きました。　



　

北
海
道
に
新
幹
線
を
。
そ
の
計
画
が

始
ま
っ
た
の
は
、昭
和
48
年
の
こ
と
だ
。

「
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
」
に
基
づ

い
て
作
ら
れ
た
整
備
計
画
に
よ
り
、
青

森
市
〜
札
幌
市
間
に
新
幹
線
を
整
備
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
、
青
森
市
（
新
青
森
駅
）

〜
北
斗
市
（
新
函
館
北
斗
駅
））
間
は
、

平
成
17
年
に
工
事
実
施
計
画
が
認
可
・

着
工
さ
れ
、い
よ
い
よ
今
月
26
日
（
土
）

に
開
業
す
る
。

　

残
る
北
斗
市
〜
札
幌
市
間
に
つ
い
て

は
、
平
成
24
年
に
認
可
・
着
工
さ
れ
た
。

当
初
は
平
成
47
年
度
に
完
成
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
北
海
道
や
沿
線
自
治
体
な

ど
の
強
い
要
望
も
あ
り
、
平
成
27
年
１

月
14
日
に
５
年
前
倒
し
が
決
定
し
、
平

成
42
年
度
の
開
業
を
目
指
す
こ
と
と

な
っ
た
。

　

北
海
道
新
幹
線
の
整
備
計
画
が
始

ま
っ
て
か
ら
、
今
月
の
開
業
ま
で
に
要

３
月
26
日
（
土
）
北
海
道
新
幹
線
開
業
！

　

北
海
道
長
年
の
悲
願
で
あ
る
北
海
道
新
幹
線
が
い
よ
い
よ
今
月
26
日
に

開
業
す
る
。
ま
ず
は
北
斗
市
ま
で
の
開
業
だ
が
、
北
の
大
地
を
新
幹
線
が

走
る
日
が
つ
い
に
や
っ
て
き
た
。
今
月
の
特
集
で
は
、
北
海
道
新
幹
線
の

概
要
や
、
平
成
42
年
度
を
予
定
し
て
い
る
札
幌
延
伸
に
向
け
た
倶
知
安
町

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伝
え
る
。

北
海
道
新
幹
線
の
歩
み

　

北
海
道
新
幹
線
の
車
両
は
、
東
北
新

幹
線
の
車
両
（
E
５
系
）
を
ベ
ー
ス

に
し
た
新
車
両
（
H
５
系
）
だ
。
車

体
の
形
や
基
本
の
色
は
E
５
系
と
同

じ
だ
が
、
車
体
の
横
に
伸
び
る
帯
の
色

は
、
北
海
道
を
代
表
す
る
花
で
あ
る
ラ

イ
ラ
ッ
ク
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
な
ど
を
想

起
さ
せ
る
紫
色
（
彩
香
パ
ー
プ
ル
）
と

な
っ
て
い
る
。
内
装
の
一
部
も
北
海
道

独
自
の
デ
ザ
イ
ン
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
。

　

東
京
〜
新
函
館
北
斗
間
を
10
両
編
成

で
走
る
。
普
通
車
８
両
（
定
員
６
５
８

名
）、グ
リ
ー
ン
車
１
両
（
定
員
55
名
）、

グ
ラ
ン
ク
ラ
ス
と
呼
ば
れ
る
新
幹
線
の

フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
が
１
両
（
定
員
18

し
た
時
間
は
実
に
43
年
。
札
幌
延
伸
ま

で
を
合
わ
せ
る
と
、
57
年
で
あ
る
。
実

に
半
世
紀
以
上
を
か
け
た
一
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
。

北
海
道
を
走
る
新
車
両

－ 4－

名
）
の
構
成
で
走
り
、
最
大
定
員
は

７
３
１
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

１
月
30
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
体
験

試
乗
に
参
加
し
た
西
江
町
長
は
、
搭
乗

し
た
感
想
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
函
館
北
斗
か
ら
木
古
内
ま
で
の
間

を
走
り
ま
し
た
が
、
乗
り
心
地
は
と
て

も
良
く
、
わ
ず
か
12
〜
13
分
と
い
う
早

さ
で
着
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
速
度
も

あ
り
、
輸
送
力
も
高
い
新
幹
線
に
は
と

て
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も

ず
っ
と
思
っ
て
き
た
こ
と
で
は
あ
り
ま

す
が
、
実
際
に
乗
っ
て
み
て
、
早
く
倶

知
安
町
に
も
来
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

を
よ
り
強
く
持
ち
ま
し
た
」



　

北
海
道
新
幹
線
は
、
新
青
森
〜
札
幌

間
が
全
面
開
通
し
た
場
合
、
全
長
約

３
６
０
㎞
に
及
ぶ
、
北
海
道
と
本
州
と

を
結
ぶ
大
動
脈
に
な
る
。

　

今
月
開
業
す
る
区
間
は
全
長
約

１
４
９
㎞
で
、
東
北
新
幹
線
の
終
点
で

あ
る
新
青
森
駅
か
ら
青
函
ト
ン
ネ
ル
を

通
過
し
、
木
古
内
駅
を
経
て
新
函
館
北

斗
駅
に
停
ま
る
（
地
図
実
線
部
分
）。

東
京
〜
新
青
森
間
を
走
る
東
北
新
幹
線

と
つ
な
が
る
形
に
な
る
た
め
、
終
点
の

東
京
駅
ま
で
乗
り
換
え
な
し
で
行
け
る

よ
う
に
な
る
。

　

新
函
館
北
斗
駅
に
は
、
１
日
13
本
の

新
幹
線
が
乗
り
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
東
京
駅
ま
で
の
往
復
が
１
日
10

本
、
仙
台
駅
、
盛
岡
駅
、
新
青
森
駅
ま

で
の
往
復
が
そ
れ
ぞ
れ
１
本
ず
つ
走

る
。

　

東
京
〜
新
函
館
北
斗
間
の
所
要
時
間

は
最
速
で
４
時
間
２
分
。
現
在
は
、
東

京
〜
函
館
間
を
新
幹
線
と
在
来
線
を
乗

り
継
い
で
約
５
時
間
30
分
か
か
る
の

で
、
１
時
間
以
上
の
短
縮
に
な
る
。

　

そ
の
他
の
主
要
駅
へ
の
所
要
時
間

は
、
下
図
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

　

平
成
42
年
度
に
札
幌
市
ま
で
延
伸
さ

れ
る
と
き
に
は
、
新
八
雲
駅
（
仮
称
）、

長
万
部
駅
、倶
知
安
駅
、新
小
樽
駅
（
仮

称
）
を
経
て
、
終
点
札
幌
駅
に
到
着
す

る
こ
と
に
な
る
（
地
図
破
線
部
分
）。

　

東
京
〜
倶
知
安
間
の
所
要
時
間
は
４

時
間
36
分
、
倶
知
安
〜
札
幌
間
は
25
分

を
想
定
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
、
現
在

あ
る
移
動
手
段
で
要
す
る
時
間
よ
り
１

時
間
以
上
短
縮
さ
れ
る
見
込
み
だ
。
平

成
23
年
度
に
実
施
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
札
幌
延
伸
後
に
新
幹
線
を
利

用
し
て
行
き
た
い
場
所
と
し
て
、
札
幌

市
や
関
東
圏
が
人
気
と
い
う
結
果
が
出

て
い
る
。
現
在
よ
り
１
時
間
以
上
も
短

縮
に
な
る
と
い
う
の
は
、
町
民
に
と
っ

て
魅
力
的
な
数
字
と
言
え
る
。

　　

北
海
道
新
幹
線
開
業
に
合
わ
せ
て
、

JR
江
差
線
の
五
稜
郭
〜
木
古
内
間
が
並

新
幹
線
の
ル
ー
ト
と
時
間

画像：北海道新幹線開業 NAVI

主要駅までの所要時間

※新函館北斗からの所要時間は、JR 北海道発表の時刻表から最速到達時間を引用
※倶知安からの所要時間（想定）は、国土交通省から引用

東京 仙台 盛岡 新青森 新函館
北斗

札幌倶知安

新
函
館
北
斗
か
ら

４
時
間
２
分

倶
知
安
か
ら

４
時
間
36
分

新
函
館
北
斗
か
ら

２
時
間
31
分

新
函
館
北
斗
か
ら

１
時
間
51
分

新
函
館
北
斗
か
ら

１
時
間
１
分

倶
知
安
か
ら
48
分

倶
知
安
か
ら
25
分

平成 42 年度末開業予定区間平成 28 年 3 月 26 日開業区間
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行
在
来
線
と
な
り
、
そ
の
営
業
が
JR
北

海
道
か
ら
分
離
さ
れ
、
第
三
セ
ク
タ
ー

鉄
道
で
あ
る
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
株
式

会
社
で
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　

新
函
館
北
斗
〜
札
幌
間
の
開
業
時
に

は
、
JR
函
館
線
の
函
館
〜
小
樽
間
は
並

行
在
来
線
と
な
り
、
JR
北
海
道
か
ら
経

営
分
離
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
段
階
で
は
、
分
離
後
の
運
行
体
制

は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
在
来
線
の
存

在
は
沿
線
自
治
体
に
住
む
人
に
と
っ
て

生
活
を
支
え
る
移
動
手
段
で
あ
る
こ
と

か
ら
、道
で
は
沿
線
自
治
体
と
と
も
に
、

地
域
交
通
の
確
保
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
る
。

新
幹
線
開
業
後
の
在
来
線



　

新
幹
線
開
業
に
よ
る
効
果
を
道
南
エ

リ
ア
だ
け
に
留
め
る
の
で
は
な
く
、
全

道
各
地
へ
と
波
及
さ
せ
る
た
め
の
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

道
で
は
、
北
海
道
新
幹
線
二
次
交
通

等
整
備
事
業
を
進
め
て
お
り
、
今
年
度

は
、
道
南
地
域
と
渡
島
・
後
志
・
南
空

知
の
３
地
域
と
を
結
ぶ
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
を
検
討
し
て
い
る
。

　

昨
年
９
〜
10
月
に
か
け
て
、
新
函
館

北
斗
駅
か
ら
後
志
地
域
へ
の
都
市
間
バ

ス
の
運
行
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、

バ
ス
会
社
と
提
携
し
、
函
館
〜
ニ
セ
コ

〜
倶
知
安
を
結
ぶ
都
市
間
バ
ス
「
し
り

べ
し
号
」
の
試
験
運
行
を
実
施
し
た
。

新
幹
線
開
業
効
果
を
全
道
へ

間
を
結
ぶ
特
急
列
車
を
、
現
行
９
往
復

か
ら
12
往
復
へ
と
増
便
す
る
こ
と
が
決

定
し
て
お
り
、
そ
の
全
て
が
新
函
館
北

斗
駅
に
停
車
し
、新
幹
線
と
接
続
す
る
。

　

バ
ス
に
つ
い
て
は
、
函
館
〜
札
幌
間

の
都
市
間
バ
ス
を
新
函
館
北
斗
駅
を
経

由
す
る
形
で
運
行
す
る
な
ど
、
新
幹
線

と
の
円
滑
な
接
続
を
図
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
に
も
、
レ
ン
タ
カ
ー
や
航
空

機
の
活
用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　　

北
海
道
新
幹
線
が
開
業
す
る
こ
と
へ

の
、
町
内
の
期
待
は
大
き
い
。
そ
の
点

に
つ
い
て
、倶
知
安
観
光
協
会
理
事
で
、

宿
泊
業
を
営
ん
で
い
る
二
川
原
康
平
さ

ん
に
話
を
伺
っ
た
。

「
新
幹
線
を
利
用
し
て
陸
続
き
で
北
海

道
に
来
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
の
手

軽
さ
を
求
め
て
高
齢
の
方
を
は
じ
め
、

今
ま
で
と
は
違
う
客
層
の
お
客
様
が
ニ

セ
コ
エ
リ
ア
を
訪
れ
て
く
れ
る
よ
う
に

な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
た
期
待
を
現
実
に
す
る
た
め

に
は
、
や
は
り
二
次
交
通
の
確
立
が
必

要
だ
と
話
す
。

「
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
に
来
る
人
の
多
く
は
、

　

開
業
日
に
運
行
を
開
始
す
る
の
は
間

に
合
わ
な
い
が
、
道
で
は
引
き
続
き
定

期
運
行
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　

交
通
事
業
者
に
よ
る
取
り
組
み
も
盛

ん
だ
。
JR
北
海
道
で
は
、
函
館
〜
札
幌

ニ
セ
コ
だ
け
で
は
な
く
札
幌
ま
で
を
含

め
て
観
光
に
来
て
い
ま
す
。
新
函
館
北

斗
駅
か
ら
札
幌
ま
で
の
交
通
手
段
を
確

立
で
き
れ
ば
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
へ
の
集

客
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」

　

二
次
交
通
の
充
実
に
欠
か
せ
な
い
要

素
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
続
け
た
。

「
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
を
は
じ
め
、
日
本
を

訪
れ
る
外
国
人
の
中
に
は
、
ジ
ャ
パ
ン

レ
ー
ル
パ
ス
※
を
利
用
し
て
い
る
人
が

多
く
い
ま
す
。
北
斗
市
か
ら
の
二
次
交

通
手
段
、
特
に
バ
ス
に
つ
い
て
、
ジ
ャ

パ
ン
レ
ー
ル
パ
ス
が
使
え
る
よ
う
に
な

れ
ば
、利
便
性
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
」

（
※
JR
グ
ル
ー
プ
６
社
が
共
同
で
提
供

す
る
パ
ス
で
、
鉄
道
・
路
線
バ
ス
が
乗

り
降
り
が
自
由
に
で
き
る
乗
車
券
。
海

外
か
ら
観
光
目
的
で
来
日
し
た
人
の
み

が
購
入
で
き
る
。
北
海
道
新
幹
線
開
業

後
は
、
新
函
館
北
斗
駅
ま
で
各
駅
利
用

可
能
に
な
る
）

　

観
光
業
の
盛
り
上
が
り
は
、
町
全
体

の
経
済
に
と
っ
て
も
良
い
影
響
を
与
え

る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
点
に
つ

い
て
商
工
会
議
所
副
会
頭
の
小
松
孝
好

さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。

「
今
は
、
倶
知
安
を
訪
れ
る
観
光
客
は

外
国
人
の
方
が
多
い
で
す
が
、
新
幹
線

が
開
業
す
れ
ば
、
国
内
客
の
増
加
が
見

込
め
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
幹
線
は

駅
か
ら
駅
、
つ
ま
り
ま
ち
の
中
心
地
ま

で
乗
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

そ
の
利
便
性
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
」

　

来
町
者
の
増
加
に
よ
る
経
済
効
果
を

町
全
体
に
広
げ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

を
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
た
。

「
宿
泊
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
は
ひ
ら
ふ
を

中
心
に
充
実
し
て
き
て
い
る
の
で
、
あ

と
は
中
心
市
街
地
の
充
実
で
す
ね
。
今

も
観
光
客
が
中
心
市
街
地
を
散
策
し
て

い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は

私
た
ち
が
観
光
コ
ー
ス
を
用
意
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
各
店
舗
の
取
り
組
み
な

ど
で
集
客
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
今
後
、
商
工
会
議
所
と
し
て

組
織
立
っ
て
、
観
光
客
を
引
き
入
れ
る

魅
力
あ
る
施
設
な
ど
を
準
備
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
に
つ
い

て
も
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
た
。

「
北
斗
市
と
倶
知
安
町
を
結
ぶ
二
次
交

通
も
そ
う
で
す
が
、
倶
知
安
町
と
周
辺

市
町
村
と
を
結
ぶ
三
次
交
通
も
大
切
で

す
。
後
志
管
内
は
も
ち
ろ
ん
、
札
幌
、

洞
爺
や
登
別
ま
で
を
見
据
え
て
、
そ
の

中
で
倶
知
安
町
を
含
め
た
周
遊
エ
リ
ア

を
準
備
し
、
そ
れ
ら
を
結
ぶ
交
通
手
段

が
確
立
で
き
れ
ば
、
よ
り
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
」

　

北
海
道
新
幹
線
の
開
業
と
い
う
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
が
目
の
前
に
広
が
っ
て
お

り
、
開
業
効
果
を
倶
知
安
町
に
取
り
込

も
う
と
い
う
動
き
が
始
ま
り
つ
つ
あ

る
。
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▲試験運行の「しりべし号」に乗り込む人たち

開
業
に
寄
せ
る
町
内
の
期
待

▲二川原康平さん

▲小松孝好さん



　

町
で
は
、
平
成
42
年
度
に
予
定
さ
れ

て
い
る
新
幹
線
開
通
に
向
け
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
進
め
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、
官
民
が
連
携
し
て
新

幹
線
開
通
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
、
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
検
討
委

員
会
（
以
下
、
委
員
会
）
の
活
動
だ
。

　

委
員
会
が
発
足
し
た
の
は
、
平
成
26

年
11
月
25
日
。
そ
れ
以
前
に
も
町
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
研
究
・
検
討
が
な
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
実
現

性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
を
進
め

る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
。
今
年
度
の
活

動
と
し
て
、
駅
前
通
整
備
の
方
向
性
を

検
討
し
て
い
る
。

　

新
幹
線
の
駅
舎
は
、
現
在
の
JR
倶
知

安
駅
の
場
所
に
新
し
く
建
て
替
え
る
形

で
建
設
さ
れ
る
予
定
で
、
駅
前
通
は
、

新
幹
線
利
用
客
が
最
初
に
目
に
す
る
ま

ち
の
玄
関
と
も
言
え
る
場
所
で
あ
る
。

新
幹
線
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

そ
の
た
め
、
魅
力
あ
る
駅
前
通
に
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

検
討
を
始
め
た
当
初
は
、
倶
知
安
町

は
国
際
観
光
都
市
で
あ
り
、
新
幹
線
開

業
後
に
は
後
志
観
光
の
玄
関
口
に
な
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
観
光
情
報
の
発
信
強

化
や
二
次
交
通
の
充
実
な
ど
、
観
光
客

視
点
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。
し
か

し
、
現
在
は
住
民
視
点
の
意
見
が
多
く

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
昨
年
11

月
に
行
わ
れ
た
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
勉

強
会
だ
っ
た
。講
師
の
西
村
浩
さ
ん（
建

築
士
）
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

た
め
に
必
要
な
の
は
住
民
（
民
間
）
の

力
。
役
場
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
自

分
た
ち
で
暮
ら
し
を
考
え
、
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
だ
と
話
し
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
い
き
な
り
大
規
模
な
再
開

発
を
す
る
の
で
は
な
く
、
小
さ
い
エ
リ

ア
で
に
ぎ
わ
い
を
作
り
出
し
て
い
き
、

そ
れ
を
周
辺
へ
と
広
げ
て
い
く
。「
人

が
集
ま
る
と
こ
ろ
に
市
（
い
ち
）
が
た

つ
」
と
い
う
、
本
来
の
ま
ち
の
成
り
立

ち
を
踏
ま
え
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
西
村
さ
ん
は

こ
の
よ
う
に
話
し
て
い
た
。

　

12
月
に
行
わ
れ
た
委
員
会
で
は
、
倶

知
安
町
の
住
民
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る

駅
前
通
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が

多
く
出
た
。
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見

の
中
に
あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
集
ま

る
」「
楽
し
む
」「
歩
く
」
そ
し
て
「
に

ぎ
わ
い
」
の
４
つ
だ
。
人
々
が
気
軽
に

集
ま
れ
る
公
園
や
カ
フ
ェ
、
子
ど
も
か
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ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
空
間
、
歩

い
て
回
り
た
く
な
る
魅
力
作
り
な
ど
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
駅
前
通
に
し
た

い
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

　

２
月
15
日
の
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
意
見
を
ま
と
め
、
駅
前
通
整
備
の

方
向
性
を
具
体
化
す
る
た
め
の
話
し
合

い
が
行
わ
れ
た
。「
住
民
が
駅
前
通
に

集
ま
る
た
め
に
も
駐
車
場
は
必
要
」、

「
住
民
が
来
た
い
と
思
え
る
場
所
が
必

要
」
な
ど
、
前
回
に
引
き
続
き
、
自
分

た
ち
の
暮
ら
し
を
意
識
し
た
意
見
が
多

く
出
さ
れ
た
。
現
在
の
駅
前
通
の
課
題

を
ど
う
解
決
し
、
ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
べ
き
か
と
い
っ
た
、
一
歩
踏
み
込
ん

だ
議
論
も
行
わ
れ
た
。

　

今
年
度
の
委
員
会
の
検
討
結
果
は
３

月
中
に
ま
と
ま
る
予
定
で
あ
り
、
後
日

広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て
お
伝
え
す
る
。

ま
た
、
検
討
結
果
は
委
員
会
か
ら
町
長

に
「
提
言
」
と
し
て
渡
さ
れ
る
。

　

委
員
会
の
次
年
度
以
降
の
動
き
は
、

左
表
の
通
り
だ
。

　

新
幹
線
駅
開
業
に
向
け
た
ま
ち
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
委
員
長
で
あ
る
佐
藤

裕
さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。

「
委
員
会
で
の
検
討
の
前
提
に
は
、
住

民
が
集
ま
っ
て
初
め
て
活
気
が
あ
る
ま

ち
に
な
る
、
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
人
が
集
ま
れ
る
空

間
が
必
要
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
」

　

そ
れ
に
は
人
々
の
生
活
す
る
場
所
が

必
要
不
可
欠
だ
と
話
す
。

「
人
が
集
ま
る
に
は
、
今
の
駅
前
通
の

よ
う
な
商
業
空
間
に
加
え
、
人
々
が
住

み
、
暮
ら
し
を
営
む
生
活
空
間
と
し
て

の
側
面
も
大
切
で
す
。
駅
前
周
辺
に

人
々
の
暮
ら
し
が
あ
れ
ば
、
子
ど
も
や

そ
の
親
を
は
じ
め
人
々
が
集
ま
り
、
そ

れ
が
活
気
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」

　

委
員
会
の
今
後
の
検
討
の
方
向
性
に

つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
人
が
集
い
、
住
み
た
く
な
る
よ
う
な

ま
ち
に
す
る
た
め
、
駅
前
通
や
駅
舎
を

含
め
た
全
体
を
見
な
が
ら
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
」

　

特
に
、
若
い
世
代
の
発
想
を
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
話
す
。

「
15
年
後
の
ま
ち
を
支
え
る
子
ど
も
や

そ
の
保
護
者
、
今
も
駅
前
通
な
ど
で
頑

張
っ
て
い
る
若
い
人
た
ち
の
声
を
も
っ

と
反
映
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。
３
月
末
の
北
海
道
新
幹
線
開
業

を
き
っ
か
け
に
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う

な
期
待
を
ま
ち
全
体
で
持
ち
、
共
に
ま

ち
の
未
来
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
」

27
年
度
駅
前
通
整
備
の
方
向
性
検
討

28
年
度
駅
舎
・
駅
前
広
場
整
備
の
方

向
性
検
討

29
年
度
周
辺
地
域
・
道
路
網
の
方
向

性
、
景
観
整
備
の
内
容
・
手

法
検
討

30
年
度
提
言
（
総
ま
と
め
）
の
提
出

▲委員会ではまちの未来を真剣に語り合っている

▲佐藤裕さん
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先
月
号
の
広
報
で
も
伝
え
た
が
、
町

教
育
委
員
会
で
行
っ
て
い
る
子
ど
も
特

派
員
派
遣
事
業
に
お
い
て
、
８
名
の
小

学
5
年
生
た
ち
が
、
新
幹
線
を
テ
ー
マ

に
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

　

１
月
13
〜
15
日
に
は
、
北
斗
市
、
青

森
市
、
盛
岡
市
を
訪
問
し
、
関
係
者
へ

の
取
材
や
新
幹
線
駅
の
見
学
な
ど
を
行

い
、
実
際
に
東
北
新
幹
線
に
も
乗
車
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
新
幹
線
に
乗
車
し
た

感
想
を
聞
く
と
、多
く
の
子
が
「
速
い
」

「
静
か
」「
座
席
の
間
が
広
い
」
な
ど
、

在
来
線
の
車
両
と
の
違
い
を
口
に
し
て

い
た
。
中
で
も
、
在
来
線
に
乗
る
と
き

は
乗
り
物
酔
い
を
す
る
と
い
う
子
に
話

を
聞
く
と
、「
揺
れ
な
い
と
い
う
の
は

知
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
思
っ
て
い
た
以

上
に
揺
れ
な
く
て
、
全
然
酔
わ
な
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
た
。「
新
幹
線
が
来

る
の
が
楽
し
み
」
と
、
期
待
を
口
に
す

る
子
も
い
た
。

　

三
市
へ
の
訪
問
を
終
え
、
現
在
は
、

訪
問
先
で
学
ん
だ
こ
と
を
踏
ま
え
、「
新

幹
線
に
つ
い
て
」「
駅
舎
に
つ
い
て
」「
倶

知
安
町
観
光
プ
ラ
ン
」
の
３
つ
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
、
３
班
に
分
か
れ
て
壁
新

聞
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
「
駅

舎
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
壁
新
聞
を

子
ど
も
た
ち
が
描
く
新
幹
線
が
来
る
ま
ち
の
未
来

作
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
次
の
よ

う
に
話
し
て
く
れ
た
。

「
駅
の
周
り
に
芝
桜
を
植
え
た
り
、じ
ゃ

が
い
も
畑
を
作
っ
た
り
し
て
、
倶
知
安

町
の
名
物
を
楽
し
め
る
よ
う
に
す
れ
ば

良
い
と
思
う
。
駅
舎
を
含
め
て
町
内
を

巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
作
れ
ば
、
観

光
客
も
楽
し
ん
で
く
れ
る
と
思
う
」

　

倶
知
安
町
に
来
る
人
に
、
ま
ち
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
。
子
ど
も
た
ち
が

考
え
る
ま
ち
の
未
来
に
は
、
そ
う
い
う

気
持
ち
が
見
て
取
れ
る
。
壁
新
聞
の
完

成
は
２
月
末
を
予
定
し
て
お
り
（
２
月

15
日
現
在
）、
完
成
し
次
第
、
公
民
館

２
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
る
。
ぜ
ひ
一

度
ご
覧
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　

受
賞
者
の
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
は

次
の
と
お
り
。（「
」
内
は
作
品
名
）

〈
絵
画
部
門
〉

●
三
田
小
陽
さ
ん
（
倶
小
１
年
）

　
「
さ
く
ら
な
み
き
の
し
ん
か
ん
せ
ん
」

●
新
井
朝
海
さ
ん
（
倶
小
２
年
）

　
「
タ
ワ
ー
の
あ
る
し
ん
か
ん
せ
ん
」

●
田
口
将
大
さ
ん
（
倶
小
２
年
）

　
「
し
ん
か
ん
せ
ん
動
物
園
」

●
山
田
理
乃
さ
ん
（
西
小
４
年
）

　
「
早
く
来
い
来
い
新
幹
線
！
」

●
堤
悠
真
さ
ん
（
北
陽
小
１
年
）

　
「
ゆ
き
の
ま
ち　

く
っ
ち
ゃ
ん
え
き
」

●
芳
賀
一
葉
さ
ん
（
北
陽
小
１
年
）

　
「
お
花
が
い
っ
ぱ
い
倶
知
安
駅
」

●
廣
坂
杏
珠
さ
ん
（
北
陽
小
２
年
）

　
「
ゆ
め
の
し
ん
か
ん
せ
ん
」

〈
習
字
部
門
〉

●
川
村
瑚
弓
さ
ん
（
倶
小
１
年
）

　
「
ゆ
め
」

●
辻
木
楓
さ
ん
（
倶
小
２
年
）

　
「
走
れ
」

●
萩
原
世
安
さ
ん
（
倶
小
２
年
）

　
「
み
ら
い
」

●
萩
原
天
理
さ
ん
（
倶
小
５
年
）

　
「
希
望
」

●
萩
野
な
つ
美
さ
ん
（
倶
小
５
年
）

　
「
出
発
」

●
宅
間
逸
生
さ
ん
（
北
陽
小
２
年
）

　
「
心
お
ど
る
」

●
宅
間
伊
吹
さ
ん
（
北
陽
小
６
年
）

　
「
隆
々
発
展
」

ま
ち
の
未
来
を
思
い
描
く

　

町
で
は
、町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
、

第
１
回
倶
知
安
町
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り

絵
・
習
字
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
、
作

品
の
応
募
を
呼
び
か
け
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
「
こ
ん
な
風
に

な
っ
た
ら
い
い
な
新
幹
線
の
あ
る
倶
知

安
」
を
テ
ー
マ
に
、
新
幹
線
が
や
っ
て

き
た
と
き
の
ま
ち
を
想
像
し
、
絵
や
習

字
で
表
し
て
も
ら
い
、
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
作
品
は
、
新
幹
線
の
PR
用
に
展
示

す
る
と
い
う
も
の
だ
。

　

応
募
は
絵
が
20
点
、
習
字
が
31
点
の

計
51
点
で
、
２
月
５
日
に
行
わ
れ
た
審

査
会
に
お
い
て
、
絵
７
点
、
習
字
７
点

が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。
受
賞
し
た
作

品
は
、
役
場
正
面
玄
関
に
設
置
予
定
の

新
幹
線
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
（
左

画
像
）
の
中
央
に
一
作
品
ず
つ
貼
付
し

て
展
示
す
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
倶
知
安
町
に
新
幹

線
が
来
る
ま
で
、
毎
年
行
う
予
定
だ
。

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
の
作
成

▲壁新聞の作成風景
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つ
な
げ
る
！
広
げ
る
！

倶
知
安　

に
ぎ
わ
い
の

マ
チ
ナ
カ
づ
く
り

　

平
成
42
年
度
に
は
倶
知
安
町
に
新

幹
線
が
来
る
予
定
で
す
。
町
民
一
人

ひ
と
り
が
、
新
幹
線
が
来
る
15
年
後

を
見
据
え
、“

今
か
ら”

ど
の
よ
う

な
暮
ら
し
を
し
て
い
き
た
い
の
か
を

「
考
え
・
行
動
」
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
、
11
月
の
勉
強
会
で
も
講

師
を
務
め
た
西
村
浩
さ
ん
を
お
招
き

し
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
る
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
後

に
、
3
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
を
加
え
て

駅
前
通
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
時
／
3
月
2
日
（
水
）
15
時
〜

■
場
所
／
町
公
民
館
大
ホ
ー
ル

　

入
場
無
料

■
講
師
／
西
村
浩
さ
ん
（
建
築
士
、

　

建
築
会
社
代
表
取
締
役
）

■
申
込
／
不
要
。
直
接
会
場
に
お
越

　

し
く
だ
さ
い

■
詳
細
／
広
報
2
月
号
の
折
込
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
建
設
課
新
幹

　

線
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

☎
56
―
８
０
１
２

第
3
回
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会

　

倶
知
安
駅
開
業
に
向
け
た
工
事
も

着
々
と
進
ん
で
い
る
。
既
に
ニ
セ
コ
町

内
に
築
く
昆
布
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
が
始

ま
っ
て
お
り
、
倶
知
安
町
内
に
築
く

二
ッ
森
ト
ン
ネ
ル
（
下
地
図
参
照
）
に

つ
い
て
も
工
事
業
者
が
決
定
し
、
こ
れ

か
ら
本
格
的
な
工
事
を
進
め
て
い
く
予

定
だ
。

　

倶
知
安
駅
周
辺
の
線
路
に
つ
い
て
、

町
で
は
、
高
架
に
す
る
よ
う
建
設
主
体

の
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
求
め
て
い
る
。

新
幹
線
の
線
路
上
に
は
踏
切
が
設
置
さ

れ
な
い
た
め
、
線
路
が
地
上
に
あ
る
と

ま
ち
が
分
断
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
う
な

ら
な
い
た
め
に
は
高
架
が
望
ま
し
い
と

い
う
理
由
か
ら
だ
。
同
機
構
で
も
高
架

化
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、
準
備
が
整

い
次
第
、
国
に
要
望
を
出
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

　

新
幹
線
が
町
内
を
通
る
経
路（
予
定
）

に
つ
い
て
は
、
下
の
地
図
を
参
照
し
て

ほ
し
い
。
国
道
５
号
線
と
並
行
す
る
形

で
線
路
が
敷
設
さ
れ
、
峠
下
付
近
で
交

差
し
、
そ
こ
か
ら
赤
井
川
方
面
へ
と
延

び
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

少
し
ず
つ
形
に
な
り
始
め
た
、
新
幹

線
が
倶
知
安
町
を
走
る
と
い
う
夢
。
こ

の
夢
が
現
実
に
な
る
こ
ろ
に
は
、
ま
ち

の
様
子
は
大
き
く
変
わ
る
だ
ろ
う
。

　

今
月
末
の
開
業
を
契
機
と
し
て
、
よ

り
良
い
ま
ち
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
、
ま
ち
全
体
で
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

着
々
と
進
む
開
業
に
向
け
た
動
き

※経路は現段階のものであり、確定しているわけではありません。今後変更される可能性もあります

地図：鉄道・運輸機構提供

役場役場

国道 5号線国道 5号線

線路線路 至赤井川至赤井川

至ニセコ至ニセコ

至共和至共和

Ｎ
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倶
知
安
高
校

少
林
寺
拳
法
部
&
ス
キ
ー
部
全
国
大
会
出
場
！

　

倶
知
安
高
校
少
林
寺
拳
法
部
と
ス
キ
ー
部

の
生
徒
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国
大
会
に
出

場
を
決
め
ま
し
た
。

　

少
林
寺
拳
法
部
か
ら
全
国
大
会
に
出
場
す

る
の
は
、
小
西
美
紗
さ
ん
（
１
年
・
写
真
中

央
右
）
と
北
野
日
和
さ
ん
（
１
年
・
写
真
中

央
左
）
の
２
名
で
す
。
昨
年
12
月
19
・
20
日

に
開
催
さ
れ
た
全
道
高
校
選
抜
少
林
寺
拳
法

大
会
に
お
い
て
、
規
定
組
演
武
で
見
事
優
勝

し
、
３
月
25
〜
27
日
に
香
川
県
で
開
か
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

同
高
校
ス
キ
ー
部
の
湊
屋
幸
菜
さ
ん
（
２

年
・
写
真
左
端
）
は
、
２
月
４
〜
９
日
に
青

森
県
で
開
催
さ
れ
た
高
体
連
全
国
大
会
に
出

位
に
入
賞
し
、
２
月
20
〜
23
日
に
岩
手
県
で

開
催
さ
れ
た
国
体
ス
キ
ー
大
会
に
も
出
場
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
ス
キ
ー
部
の
住
吉
輝
紗
良
さ
ん

（
１
年
）
と
森
池
あ
お
い
さ
ん
（
１
年
）
が
、

２
月
11
〜
14
日
に
福
島
県
で
開
か
れ
た
全
日

本
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
選
手
権
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。
住
吉
さ
ん
は
決
勝
に
駒
を
進
め
、

見
事
４
位
に
入
賞
し
、
２
月
26
〜
28
日
に
秋

田
県
で
開
か
れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
も
出

場
し
ま
し
た
。
住
吉
さ
ん
は
全
日
本
強
化
指

定
選
手
に
選
ば
れ
て
お
り
、
今
後
も
世
界
を

舞
台
に
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
森
池
さ
ん
は
残
念
な
が
ら
予
選
突
破
と

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
強
化
指
定
を
受

け
て
い
な
い
中
で
全
日
本
に
出
場
し
た
こ
と

か
ら
、
今
後
に
大
き
な
期
待
が
出
来
る
選
手

で
す
。

　

倶
知
安
高
校
の
生
徒
が
、
全
国
や
世
界
を

舞
台
に
活
躍
を
す
る
姿
は
、
町
に
と
っ
て
大

変
栄
誉
な
こ
と
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
高
校
生
の
活
躍
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

（
日
程
の
都
合
上
、
結
果
の
掲
載
が
間
に
合

わ
な
か
っ
た
大
会
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
）

　平成 27 年 10 月 1 日現在で実施した国勢調査の速
報値が公表されました。
　倶知安町の人口は、昭和 40 年の国勢調査をピーク
に減少傾向にあり、今回の結果でも前回（平成22年度）
調査から 544 人減の 15,024 人という結果になりまし
た。世帯数についても減少に転じ、131世帯減の 6,971
世帯という結果になりました。

平成 27年度 平成 22 年度 平成 17 年度
総人口 15,024 人 15,568 人 16,176 人
男 7,542 人 7,792 人 8,017 人
女 7,482 人 7,776 人 8,159 人
世帯数 6,971 世帯 7,102 世帯 7,043 世帯

※平成 27 年度の結果は今後変更になる場合があります

平成 27年度国勢調査速報

倶知安町の人口　15,024人

場
し
、
回
転
38

位
、
大
回
転
17

位
と
い
う
成
績

を
収
め
ま
し

た
。

　

湊
屋
さ
ん

は
、
高
体
連
の

他
に
、
１
月

16
・
17
日
に
開

催
さ
れ
た
国
体

ス
キ
ー
道
予
選

会
で
大
回
転
２

▲全国大会出場を報告しに町長を表敬訪問

「ご意見ポスト」に投函されていたご質問にお
答えします。（紙面の都合上、投函内容の一部
を編集しています）

　少年団や部活動への交通費などの補助は、要綱を制定した
中で行っています。少年団への補助は、補助対象を拡大し、
予算についても補正予算により増額の対応をしています。今
後も各少年団が少しでも多くの大会に参加できるよう、また
負担軽減のためにも、きめ細やかな対応をしていきたいと考
えております。
　中学校の部活動への補助は、中体連・中文連の各種大会へ
の出場について、参加費と交通費、必要に応じて宿泊費をそ
れぞれ実費で補助しています。年度内に予算不足が見込まれ
る場合には補正予算を組むなどの対応をしています。
　学校からは中体連以外の大会や練習試合など補助要望もあ
り、今後の補助の在り方について検討していきたいと考えて
います。
　町所有のバスについては、以前より各方面から要望があり
ますが、初期投資や導入後の維持管理費などの負担の面から
導入には至っておりませんので、ご理解をお願いいたします。
■お問い合わせ／町教育委員会☎ 56-8018

　少年団や部活動で遠征に行くときにバスを使い
たいが、料金が高くなり、やりくりが大変。町がバスを用意
して貸し出すとか、バス代の補助を増やすなどの支援をお願
いしたい。

町担当課からの回答

【小学校の少年団・中学校の部活動への支援】

　調査結果は、今後の行政において活用され、今後 5
年間の福祉施策や生活環境整備、災害対策などのさま
ざまな施策の基本資料となります。
　調査へのご協力ありがとうございました。
■お問い合わせ／町総合政策課企画統計係☎ 56-8001
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布
袋
座
と
は
、
か
つ
て
町
内
に
あ
っ
た

映
画
館
で
す
。
昭
和
18
年
３
月
６
日
に
は
、

布
袋
座
に
お
い
て
火
災
が
発
生
し
、
死
者

２
０
８
名
を
出
す
と
い
う
、
単
独
火
災
で
は

日
本
史
上
最
悪
の
惨
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

出
火
の
原
因
は
、
映
写
室
前
に
あ
っ
た
映

画
フ
ィ
ル
ム
に
た
ば
こ
の
吸
い
殻
が
落
ち
、

そ
こ
か
ら
火
が
移
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
５
つ
あ
る
非
常
口
の
う
ち
１
つ
が

除
雪
さ
れ
て
お
ら
ず
、
使
用
不
能
だ
っ
た
こ

と
も
被
害
を
大
き
く
し
た
一
因
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

倶
知
安
消
防
署
で
は
、
こ
の
事
故
を
風
化

さ
せ
な
い
よ
う
、
毎
年
こ
の
日
に
職
団
員
の

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
日
程
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
火

元
は
し
っ
か
り
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
／
3
月
6
日
（
日
）
8
時
30
分
〜

■
場
所
／
北
海
道
電
力
株
式
会
社
倶
知
安
水

力
セ
ン
タ
ー
（
北
4
東
6
）

※
当
日
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
が
、
火
事

と
間
違
え
な
い
で
く
だ
さ
い

布
袋
座
火
災
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？▲昨年同日の訓練の様子

■
お
問
い
合
わ
せ

／
倶
知
安
消
防
署

☎
22
―
１
０
８
９

倶知安町まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）パブリックコメント結果

　

町
で
は
、
人
口
減
少
緩
和
・
地

方
創
生
を
図
る
た
め
に
、
平
成
27

年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
の
「
倶
知

安
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
（
以
下
、
総
合
戦
略
）」

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

策
定
に
あ
た
り
、
総
合
戦
略

（
案
）
を
公
表
し
、
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
意
見
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
）
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
8

名
か
ら
計
31
件
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
総
合
戦
略
（
案
）

に
反
映
、
内
容
を
修
正
し
た
も
の

を
公
表
し
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
個
別
事
業
や
職

員
の
資
質
向
上
に
関
す
る
も
の
な

ど
、
多
様
な
観
点
か
ら
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
改
善
に
取
り
組
み
、

関
係
部
署
と
情
報
共
有
し
て
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
Ｈ
Ｐ
で
、
詳
細
な
結

果
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
総
合
政
策

課
総
合
政
策
係
☎
56
―
8
0
0
1

いただいた意見 町の考え方

　夏ごろの新聞で、羊蹄山麓と胆振地域が連携
し、観光や防災の面で取り組んでいくという記
事が出ていたが、倶知安町の総合戦略では連携
して取り組んでいくということが読み取れな
い。
　北海道とも今まで以上の連携が必要なのでは
ないか。

①「魅力ある観光地づくり」の主な事業内容に、「北海道新幹線、高速道
路の開通後に向けて、北海道や後志管内町村はもとより、西胆振地域、
道南地域などとの広域観光連携に取り組みます」を追加

②「外国人との共生」の主な事業内容に、「北海道後志総合振興局と連携
して、グローバル人材の育成に取り組みます」を追加

③「産業の創出」の主な事業内容に、「北海道後志総合振興局と連携して、
短期滞在者の通年雇用化による産業の担い手確保を図ります」を追加

④「産業の創出」の主な事業内容に、「北海道後志総合振興局と連携して、
担い手の確保や収益性の向上に向けた取り組みを推進し、商品開発や
情報発信などにより、高付加価値化やブランド化を推進します」を追
加

⑤「生活・住環境」の主な事業内容に、「しりべし空き家ＢＡＮＫ事業を
活用して、移住促進や高齢者・子育て世帯の住み替えの促進など居住
環境の整備を図ります」を追加

⑥「子育て・教育」の主な事業内容に、「北海道後志総合振興局と連携して、
グローバル人材の育成に取り組みます」を追加

　国内外からの移住者が多く、その大半が倶知
安町やニセコエリアでの暮らしに満足し定住し
ていますが、町を離れるきっかけとなるのが、
“高等学校（または中学校）の選択肢の少なさ ”
です。
　ＩＢ認定校、観光業を学べる学校、英語教育
やウィンタースポーツに力を入れた学校等がで
きれば、町を離れる人が減り、町外からの移住
者の増加にもつながると思います。

　本戦略（案）において、自然・国際色豊かな地域性を活かした教育の
充実を推進することとしております。
①「子育て・教育」の主な事業内容を、「地域の特性を活かした教育の取
り組みを推進します」「豊富な自然に囲まれた地域性を活かし、郷土愛
を育む教育に取り組みます」に修正

②「子育て・教育」の主な事業内容を、「国際色豊かな環境を活かし、町
で過ごしながら国際感覚や語学力を備えた人材を育成するため、教育
現場において、英語に触れる機会を増やす英語学習の取り組みを推進
します」に修正

※いただいた意見については、個人情報につながるような記載など含め、一部要約しています



　

自
分
や
生
計
を
一
に
す
る
家
族
の
た

め
に
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
（
１
月

か
ら
12
月
ま
で
の
１
年
間
の
合
計
）、

確
定
申
告
で
所
得
税
の
医
療
費
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス（
介
護
予
防
も
同
様
）

の
う
ち
、
左
記
の
よ
う
な
医
療
系
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
料
の
全
額
は
、
医
療
費
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
施
設
で
の

食
費
・
居
住
費
も
含
ま
れ
る
）

▼
訪
問
看
護

▼
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ

　

ケ
ア
）

▼
介
護
老
人
保
健
施
設

▼
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
療
養
型
病

　

床
）

　

医
療
系
サ
ー
ビ
ス
と
セ
ッ
ト
で
利
用

す
る
こ
と
で
、
医
療
費
控
除
の
対
象
に

な
る
サ
ー
ビ
ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
訪
問
介
護
（
家
事
援
助
の
み
は
対
象

　

外
）

▼
訪
問
入
浴
介
護

▼
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

▼
短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス

　

テ
イ
）

　

ま
た
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
の
場
合
は
、
利
用

料
と
食
費
・
居
住
費
の
合
計
額
の
２
分

の
１
が
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
控

除
の
対
象
金
額
は
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

が
発
行
す
る
領
収
書
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
申
告
の
際
に
は
領
収
書
を

添
付
し
ま
し
ょ
う
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
と
医
療
費
控
除

健
診
が
な
ぜ
大
切
な
の
か

　

ま
た
、
お
お
む
ね
６
カ
月
以
上
寝
た

き
り
で
、
治
療
上
お
む
つ
の
使
用
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
お
む
つ

代
も
医
療
費
控
除
に
含
ま
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
控
除
を
受
け
る
に
は
「
お
む
つ

代
の
領
収
書
」
だ
け
で
は
な
く
、
医
師

の
発
行
し
た
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
病
院
と
相

談
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

医
療
費
控
除
の
額
は
、
ま
ず
１
年

間
で
支
払
っ
た
総
医
療
費
か
ら
、
生

命
保
険
や
高
額
療
養
費
・
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
か
ら
の
払
戻
額
を
引

き
ま
す
。
こ
の
額
が
、
10
万
円
ま
た

は
、
総
所
得
額
の
５
％
（
総
所
得
額
が

２
０
０
万
未
満
の
場
合
）
の
い
ず
れ
か

少
な
い
額
が
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。（
最
高
で
２
０
０
万
円
）

　

た
だ
し
、
こ
の
控
除
額
が
そ
の
ま
ま

戻
る
わ
け
で
は
な
く
、
控
除
額
に
、
所

得
税
の
税
率
（
５
％
〜
45
％
）
と
住
民

税
の
税
率
（
10
％
）
を
足
し
た
率
を
か

け
た
額
が
、
実
際
に
戻
る
金
額
と
な
り

ま
す
。

【
還
付
金
詐
欺
に
注
意
！
】

　

医
療
費
な
ど
の
還
付
金
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
で

支
払
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。
不
審
な
電
話
に
は
注
意
を
し
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
福
祉
医
療
課

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
23
―
０
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昨
年
の
国
民

健
康
保
険
の
特

定
健
診
（
メ
タ

ボ
健
診
）
の
ま

と
め
が
出
ま
し

た
。（
下
表
）

　

受
診
率
全
道

第
１
位
の
上
富

良
野
町
は
、
脳

卒
中
・
心
疾

患
・
腎
臓
病
等

の
重
症
発
症
が

　

昨
年
に
続
き
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
や
血
糖
・
腎
機
能
で
心
配
な
方
が
多

か
っ
た
で
す
。

○
血
圧
は
？

－12－

受診率

第 1位

…

第 100 位

上富良野町 倶知安町

70.8％ 31.0％

対象数 2,052 2,524

受診数 1,452 782

項目別健診結果（抜粋）

男 女

倶知安 全道 倶知安 全道

HDL（善玉）が少ない 11.9％ 8.3％ 2.5％ 1.8％

空腹時血糖が高い 43.3％ 36.0％ 25.8％ 20.4％

ｸﾚｱﾁﾆﾝ（腎機能）が高い 2.5％ 1.7％ 1.1％ 0.3％

収縮期血圧（上）が高い 37.4％ 50.1％ 33.6％ 42.5％

拡張期血圧（下）が高い 20.4％ 24.8％ 14.8％ 15.1％

40 ～ 64 歳 65 歳以上

高血圧 66.2％ 66.9％

脂質異常症 41.2％ 53.4％

糖尿病 27.1％ 50.6％

減
り
、
医
療
費
も
減
少
傾
向
と
の
こ
と

で
す
。

　

倶
知
安
町
は
約
３
割
の
方
が
受
診
さ

れ
、
結
果
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

左
上
の
表
を
見
る

と
「
高
血
圧
の
人
は

少
な
い
」
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
は
健
診
受

診
者
の
み
の
結
果
で

す
。
要
介
護
状
態
に

あ
る
人
の
背
景
に
あ

る
基
礎
疾
患
の
割
合

は
下
表
の
と
お
り

で
、
６
割
以
上
の
方

に
高
血
圧
の
疾
患
が

み
ら
れ
ま
す
。

　

健
診
を
受
け
た
方
は
、
健
診
を
健
康

づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
さ
れ
て
い
る
方

が
多
い
で
す
。

　

し
か
し
、
健
診
を
受
け
ず
、
自
分
の

健
康
状
態
が
分
か
ら
ず
に
、
い
き
な
り

発
症
し
て
し
ま
う
方
が
、
特
に
若
い
年

齢
の
方
で
少
な
く
な
い
こ
と
が
統
計
か

ら
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

健
診
を
受
け
て
自
分
の
体
の
こ
と
が

分
か
れ
ば
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
は
可

能
で
す
。
今
ま
で
受
け
て
い
な
か
っ
た

方
は
、
今
年
こ
そ
健
診
を
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
福
祉
医
療
課
保

　

健
指
導
係　

☎
23
―
０
５
０
０



　あいあい広場（0歳）　　　4月 6日（水）

　きらきら広場（1歳）　　　4月 13 日（水）

　のびのび広場（2・3歳） 　4月 20 日（水）

☆どの広場も 10 時からセンターでこいのぼりの

制作をします

■申込／ 3月 7日（月）9時 30 分～

■内容／ヨガ

■日時／ 4月 28 日（木）10 時～ 11 時 45 分

■場所／保健福祉会館

※飲み物と汗拭きタオル、ヨガマット（バスタオ

ル）をご用意ください・動きやすい服装で参加し

てください・託児をします

■申込／ 3月 22 日（火）9時 30 分～

Hop!Step!Jump!!

子育て支援センターだより

★ 4 月の広場のお知らせ

子育て支援センター（南 2東 1）☎ 22-0419

開館時間 9 時 30 分～ 16 時（11 月～ 3月）

（正午～ 13 時は玩具などの消毒のため一時閉館）

休館日　日曜日、祝日、年末年始

－13－

★第 1回子育て講座のお知らせ

わんぱくスポーツクラブ新会員募集
　そろそろお子さんと活動を広げたいお母さん、わんぱくスポー

ツクラブに遊びに来ませんか？現在、春の入会式（4 月 15 日）

に向けての新会員を募集しています。

■対象／ 2歳前後～未就園児（1歳半から応相談で可）

■内容／リズム体操、体を使った遊び、季節の行事など

■日時／毎週金曜日 10 時～ 12 時

■場所／世代交流センター

■会費／月 400 円（二人目は 350 円）のほか、入会時に保険代と

して子ども 800 円、大人 300 円

■お問い合わせ／星野☎ 090-7518-2498（10 時～ 18 時）

　　wanpaku-sc@wanpaku.sakura.ne.jp

親子スポーツクラブ新会員募集
　親子スポーツクラブでは、4 月からの新しいメンバーを募集し

ています。みんなで体をいっぱい動かして、元気に遊びませんか？

■対象／ 2歳前後のお子様とその保護者（2歳未満は応相談）

■内容／遊具を使った遊び、体操、制作、季節の行事など

■日時／毎週火曜日 10 時～ 11 時 30 分

■場所／世代交流センター

■会費／月額 400 円のほか、入会時に保険代として子ども 800 円、

大人 300 円

■お問い合わせ／大森☎ 090-1643-8678（9 時～ 16 時）

　

１
月
24
日
（
日
）、
ひ
ら
ふ
地
区
で
、

外
国
人
旅
行
客
に
街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
う
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し

た
。
英
語
で
外
国
人
旅
行
客
に
話
し
か

け
て
い
る
の
は
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

ウ
ィ
ン
タ
ー
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
で
集
ま
っ

た
町
内
の
小
中
高
生
14
名
で
す
。

　

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

は
、
小
中
高
英
語
連
携
事
業
の
一
環
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
に
昨
年
の
8
月
、
11

月
に
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

３
回
目
と
な
る
今
回
は
、
３
班
に
分

か
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
出
身
地
や
好

き
な
日
本
食
な
ど
、
外
国
人
旅
行
者
へ

の
質
問
を
考
え
、
ひ
ら
ふ
坂
を
歩
く
外

国
人
旅
行
客
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
臨

む
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　

坂
を
歩
く
外
国
人
旅
行
客
に
対
し

て
、
最
初
は
緊
張
し
た
表
情
を
浮
か
べ

な
が
ら
「
Ｃ
ａ
ｎ　

ｗ
ｅ　

ｉ
ｎ
ｔ
ｅ

ｒ
ｖ
ｉ
ｅ
ｗ　
ｙ
ｏ
ｕ
？
（
※
訳
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
て
も
い
い
で
す
か
？
）」

と
話
し
か
け
る
子
ど
も
た
ち
。
快
く
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に

応
じ
て
く
れ
る

外
国
人
に
ほ
っ

と
し
た
様
子

で
、
終
盤
に
近

づ
く
こ
ろ
に

は
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
積
極
的

に
話
し
か
け
る

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
倶
知
安
中
学
校
２
年
の
近

藤
香
乃
さ
ん
は
、「
ス
ー
パ
ー
な
ど
に

行
く
と
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
外
国
人
が

い
ま
す
が
、
実
際
に
会
話
し
た
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
、
今
回
の
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
は
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
」
と
語
り
ま
し
た
。

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

　

子
ど
も
た
ち
は

班
ご
と
に
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
聞
い

た
こ
と
を
1
枚
の

紙
に
ま
と
め
、
英

語
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま

し
た
。

　

今
回
、
勇
気
を

振
り
絞
っ
て
外
国
人
に
話
し
か
け
、
自

分
自
身
の
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
し
た
体
験
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
英
語
の
学
習
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
で
の
異
年
齢
交

流
を
通
じ
て
小
中
高
生
が
お
互
い
に
助

け
合
っ
た
り
、
自
分
た
ち
の
考
え
を
一

つ
に
ま
と
め
、
た
く
さ
ん
の
人
の
前
で

発
表
す
る
体
験
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
大
き
な
社
会
勉
強
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。



町内の各種グループ・サークルの催しなどをお知らせください
※掲載希望月の前月 10 日までに総合政策課企画振興室広報広聴係へ要連絡

　町税（町民税、固定資産税及び軽自動車税）や

国民健康保険税は、町にとって貴重な自主財源で

す。財源が不足すると、住民サービスに影響を及

ぼしかねません。

　そのため、高額・長期の滞納者や、納税の意思

が見られない滞納者は、滞納整理を専門に行う後

志広域連合に引き継ぎし、財産差押等の厳しい滞

納処分を実施されることになります。

　納め忘れのある方は、早めに納付・相談して下

さい。

■お問い合わせ／

　住民税・軽自動車税のこと（窓口⑧）

　⇒住民税係☎ 56-8003

　税金の納付方法・納税相談（窓口⑨）

　⇒納税係☎ 56-8002

　固定資産税のこと（窓口⑩）　

　⇒資産税係☎ 56-8004

納税だより

暮らしの

Information

納め忘れはありませんか？

－14－

■
募
集
人
員
／
１
名

■
応
募
資
格
／
町
内
に
居
住
し
、健
康
で
、

中
学
校
事
務
補（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
）

■
募
集
期
限
／
３
月
11
日
（
金
）

一
般
世
帯
向
け
（
複
数
世
帯
）

・
南
９
条
団
地
（
南
９
西
２
）

　

３
Ｄ
Ｋ　

２
戸

　

※
浴
室
有
り
、
浴
槽
無
し

寡
婦
住
宅
（
45
歳
以
上
65
歳
未
満
の
単
身

の
寡
婦
の
み
）

・
む
つ
み
団
地
（
南
８
西
２
）

　

１
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
２
階
）

※
修
繕
等
が
完
了
し
て
か
ら
の
入
居
に
な

り
ま
す
の
で
、
入
居
可
能
に
な
る
ま
で
日

数
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
申
請
に
は
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
建
設
課
住
宅
係

　

☎
56
―
８
０
１
２

■
抽
選
日
時
／
３
月
23
日
（
水
）
10
時
〜

■
会
場
／
町
公
民
館
２
階
小
会
議
室

■
募
集
団
地
／
え
ぞ
富
士
団
地
（
南
４
東

６
）
３
L
D
K
（
一
般
）
１
戸

■
申
込
期
間
／
３
月
17
・
18
日
９
時
〜
19

時
30
分
、
３
月
19
日
９
時
〜
17
時
（
申

込
場
所
：
公
民
館
）

■
入
居
予
定
日
／
平
成
28
年
５
月
中
旬

■
そ
の
他
／
収
入
な
ど
入
居
に
あ
た
り
制

限
が
あ
り
ま
す

■
お
問
い
合
わ
せ
／
倶
知
安
町
道
営
住
宅

指
定
管
理
者
M
M
S
・
H
B
S
グ
ル
ー

プ
☎
０
１
３
４
―
34
―
１
３
７
３

道
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

募

集

〈
一
般
幹
部
候
補
生
（
一
般
）〉

■
受
験
資
格
／
22
才
以
上
26
歳
未
満
の
者

（
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
大
卒
見
込
含
む
）

自
衛
隊
一
般
幹
部
候
補
生
募
集

■
受
付
期
間
／
3
月
１
日
〜
５
月
６
日

■
試
験
日
／
一
次
試
験
５
月
14
日

　

飛
行
要
員
の
み
５
月
15
日

〈
一
般
幹
部
候
補
生
（
歯
科
・
薬
剤
科
）〉

■
受
験
資
格
／
専
門
の
大
卒（
見
込
含
む
）

　

20
歳
以
上
30
歳
未
満
（
薬
剤
は
20
歳
以

　

上
28
歳
未
満
）
の
者

■
受
付
期
間
／
３
月
１
日
〜
５
月
６
日

■
試
験
日
／
一
次
試
験
５
月
14
日

■
お
問
い
合
わ
せ
／

　

倶
知
安
地
域
事
務
所
☎
23
―
３
５
４
０

■
自
衛
官
募
集
相
談
員
／

　

笹
山　

武
市　
　

☎
22
―
２
４
３
３

　

佐
名
木
幸
子　
　

☎
22
―
４
３
０
２

　

清
水　

礼
子　
　

☎
22
―
０
０
７
５

　

古
谷　

和
之　
　

☎
23
―
３
１
６
５

60
歳
未
満
の
方
。パ
ソ
コ
ン
操
作（
ワ
ー

ド
で
の
文
書
作
成
、
エ
ク
セ
ル
で
の
表

計
算
な
ど
）
が
出
来
る
方

■
勤
務
校
／
倶
知
安
中
学
校

■
勤
務
内
容
／
学
校
事
務
全
般
・
業
務
補
助

■
雇
用
期
間
／
平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平

　

成
29
年
３
月
31
日
（
以
降
更
新
あ
り
）

■
勤
務
時
間
／
月
〜
金
曜
日
８
時
〜
14
時

　

15
分
（
学
校
行
事
、
夏
・
冬
休
み
期
間

　

に
よ
り
変
動
あ
り
）

■
賃
金
／
時
給
８
３
０
円
程
度
（
町
の
規

　

則
に
よ
る
）
雇
用
保
険
の
み

■
応
募
／
３
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
、
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹
介
状
を
添
え
て

　

履
歴
書
と
共
に
左
記
ま
で
提
出

■
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
／
町
教
育
委

　

員
会
学
校
教
育
課　

☎
56
―
８
０
１
８



－15－

【
羊
蹄
衛
生
セ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
職
員
】

■
募
集
人
員
／
１
名

■
応
募
資
格
／
60
歳
未
満
の
町
内
在
住
者

■
勤
務
内
容
／
事
務
の
補
助
な
ど

■
雇
用
期
間
／
平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平

　

成
29
年
３
月
31
日

■
勤
務
時
間
／
月
〜
金
曜
日
８
時
15
分
〜

　

15
時
15
分
（
週
30
時
間
）

■
賃
金
／
時
給
８
６
０
円
（
社
会
保
険
・

　

雇
用
保
険
あ
り
）

■
応
募
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹
介
状

　

を
添
え
て
、履
歴
書
を
３
月
15
日
（
火
）

　

ま
で
に
左
記
ま
で
提
出

■
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
／
羊
蹄
衛
生　

　

セ
ン
タ
ー
総
務
係
☎
22
―
０
２
１
１

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
住
民
の
代
表
と
し
て
制
度
の
運
営
に

関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
し
て
い
た
だ
く

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

運
営
協
議
会
委
員
の
募
集

運
営
協
議
会
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
人
数
／
５
名

■
応
募
資
格
／
道
内
在
住
の
満
20
歳
以
上

　

の
方
（
議
員
や
公
務
員
な
ど
は
除
く
）

■
任
期
／
平
成
28
年
７
月
か
ら
２
年
間

　

※
開
催
は
年
３
回
を
予
定

■
報
酬
等
／
１
日
５
千
円
の
報
酬
と
旅
費

　

を
支
給
し
ま
す

■
応
募
／
左
記
に
あ
る
応
募
要
領
を
参
照

　

の
上
、
４
月
28
日
（
木
）
ま
で
に
応
募

■
選
考
／
選
考
委
員
会
を
設
置
し
、
提
出

　

さ
れ
た
小
論
文
な
ど
に
よ
り
総
合
的
に

　

選
考
し
ま
す

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
福
祉
医
療
課
国
保

医
療
係
☎
56
―
８
０
０
６

■
対
象
／
四
年
生
大
学
へ
進
学
の
新
入
生

■
申
込
資
格
／
倶
知
安
町
に
５
年
以
上
居

　

住
し
て
お
り
、
平
成
28
年
３
月
に
高
校

　

を
卒
業
す
る
人

■
募
集
枠
／
毎
年
２
〜
３
名

■
月
額
／
２
万
円
（
２
年
間
給
付
・
返
済

　

不
要
）

■
受
付
／
４
月
１
日
〜
15
日
（
平
日
９
時

　

〜
18
時
）

■
必
要
書
類
／
大
学
の
在
学
証
明
書
、
住

　

民
票
、
履
歴
書
、
親
権
者
の
所
得
証
明

■
お
問
い
合
わ
せ
／
ニ
セ
コ
ブ
ル
ー
グ
ラ

　

ス
☎
22
―
０
１
３
６

奨
学
生
募
集

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
有
効
期
限
は
３

月
10
日
（
木
）
ま
で
で
す
。
有
効
期
限
が

過
ぎ
る
と
ご
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
倶
知
安
商
店
連
合
会

　

☎
23
―
０
２
２
２

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
有
効
期
限

周

知

【
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
人
】

■
募
集
人
員
／
１
名

■
応
募
資
格
／
町
内
在
住
で
、
健
康
で
数

年
間
勤
務
で
き
る
方

■
勤
務
内
容
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
夜

間
・
土
日
祝
日
の
管
理
業
務
（
一
日
交

代
制
）

■
雇
用
期
間
／
平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平

成
29
年
３
月
31
日
（
以
降
更
新
あ
り
）

■
勤
務
時
間
／
平
日
17
時
〜
21
時
15
分

　

土
曜
祝
日
（
早
出
）
８
時
45
分
〜
17
時

15
分
（
遅
出
）
17
時
〜
21
時
15
分

　

日
曜
日
８
時
45
分
〜
17
時
15
分

■
賃
金
／
月
額
８
５
７
０
０
円
（
雇
用
保

険
・
労
災
保
険
あ
り
）

■
応
募
／
３
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
左
記

ま
で
履
歴
書
を
提
出

■
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
／
公
民
館
文

　

化
振
興
係　

☎
22
―
４
１
５
１

【
公
民
館
図
書
室
専
任
職
員
（
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
）】

■
募
集
人
員
／
１
名

■
応
募
資
格
／
町
内
在
住
で
、
健
康
で
数

年
間
勤
務
で
き
る
方

■
勤
務
内
容
／
図
書
貸
出
業
務
な
ど

■
雇
用
期
間
／
平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平

成
29
年
３
月
31
日
（
以
降
更
新
あ
り
）

■
勤
務
時
間
／
夏
季
（
４
〜
10
月
）
９
時

45
分
〜
18
時
15
分

　

冬
季
（
11
〜
３
月
）・
日
曜
日
（
季
節

問
わ
ず
）
9
時
45
分
〜
17
時
15
分

　

土
日
祝
日
勤
務
あ
り
（
交
代
制
）

■
賃
金
／
時
給
８
３
０
円
（
雇
用
保
険
・

労
災
保
険
あ
り
）

■
応
募
／
３
月
16
日
（
水
）
ま
で
に
左
記

ま
で
履
歴
書
を
提
出

■
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
／
公
民
館
文

　

化
振
興
係　

☎
22
―
４
１
５
１

町
非
常
勤
職
員
募
集

【
建
設
課
非
常
勤
職
員
】

■
募
集
人
員
／
１
名

■
応
募
資
格
／
町
内
在
住
ま
た
は
居
住
可

能
で
、
普
通
自
動
車
免
許
を
所
持
す
る

65
歳
未
満
の
心
身
共
に
健
康
な
者

■
勤
務
内
容
／
公
園
施
設
の
維
持
管
理

■
雇
用
期
間
／
平
成
28
年
５
月
１
日
〜
平

成
28
年
11
月
30
日

■
勤
務
時
間
／
月
〜
木
曜
日
８
時
45
分
〜

17
時
30
分
（
週
４
日
勤
務
）

　

※
早
朝
、
休
日
出
動
は
基
本
的
に
な
し

■
賃
金
／
月
額
１
５
５
８
０
０
円
（
経
験

に
よ
る
）
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
あ
り

■
応
募
／
３
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
、
履

歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹
介

状
、
免
許
証
の
写
し
を
左
記
ま
で
提
出

■
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
／
町
建
設
課

公
園
施
設
係
☎
56
―
８
０
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■
応
募
人
員
／
2
名

■
応
募
資
格
／
町
内
在
住
で
保
育
士
資
格

所
持
者

■
勤
務
内
容
／
保
育
業
務
全
般

■
雇
用
期
間
／
平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平

成
29
年
３
月
31
日
（
以
降
更
新
あ
り
）

■
勤
務
時
間
／
月
〜
金
曜
日
７
時
45
分
〜

18
時
（
８
時
間
程
度
）
土
曜
日
は
交
代

で
最
大
月
２
回
程
度
の
出
勤
あ
り

■
賃
金
／
月
額
１
６
７
６
４
０
円
〜

１
９
２
０
６
０
円
（
社
会
保
険
・
雇
用

保
険
あ
り
）

■
応
募
／
３
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹
介
状
を
添
え

て
、
履
歴
書
と
共
に
左
記
ま
で
提
出

■
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
／
倶
知
安
保

育
所
☎
22
―
１
５
９
４

倶
知
安
保
育
所
臨
時
保
育
士

【
廃
棄
物
処
理
推
進
員
】

■
募
集
人
員
／
１
名

■
応
募
資
格
／
町
内
在
住
で
、
中
型
自
動

車
免
許
（
８
㌧
限
定
含
む
・
要
マ
ニ
ュ

ア
ル
）
以
上
お
よ
び
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

作
業
免
許
を
所
持
す
る
65
歳
未
満
の

方
。
パ
ソ
コ
ン
操
作
必
要

■
勤
務
内
容
／
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
保
守

管
理
・
不
法
投
棄
物
回
収
な
ど
廃
棄
物

処
理
業
務
に
関
す
る
こ
と

■
雇
用
期
間
／
平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平

成
29
年
３
月
31
日
（
以
降
更
新
あ
り
）

■
勤
務
時
間
／
８
時
45
分
〜
17
時
30
分

（
昼
休
憩
１
時
間
）
水
・
土
・
日
・
祝

祭
日
お
よ
び
年
末
年
始
は
休
日

■
賃
金
／
月
額
11
〜
15
万
円
程
度
（
経
験

に
よ
る
）
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
あ
り

■
応
募
／
３
月
16
日
（
木
）
ま
で
に
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹
介
状
を
添
え
て

履
歴
書
と
共
に
左
記
ま
で
提
出

■
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
／
町
住
民
環

境
課
廃
棄
物
対
策
係
☎
56
―
８
０
０
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消 費 者 コ ー ナ ー
倶知安消費者協会

～住宅に関するトラブルの相談～

　最近、当相談室に住宅に関する相談が相次い

で寄せられています。

●高齢などの理由で、住み替えをしなければな

らくなったときの旧居の始末や新居に対する

考え方

●転勤などに伴う退去時の敷金と補修費の問題

●飼っているペットによる汚れの清掃料を入居

時に支払う契約について

●アパートの持ち主がアパートごと他人に売っ

てしまい、新しい大家さんと契約を結び直す

とき

　契約書の不備や、逆に分厚い契約書を読みこ

なせないことなどがトラブルの原因となります。

納得して契約したり、快適に生活が出来るよう

に、「入居・退去」時に深く考えましょう。　

■消費生活相談室（公民館 1 階団体室）

■月・水・金曜日 10 時～ 15 時　☎ 23-1522

■時間外の緊急相談は☎ 22-2101（荒野）

－16－

　

町
で
は
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
、
母
子
・

父
子
家
庭
で
一
定
条
件
を
満
た
す
人
に
対

し
て
、
水
道
料
金
お
よ
び
下
水
道
使
用
料

基
本
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
助
成
対
象
要
件
／
世
帯
全
員
が
前
年
分

の
所
得
税
お
よ
び
当
該
年
度
の
住
民
税

が
非
課
税
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
年
度

の
固
定
資
産
税
の
課
税
額
が
一
万
円
以

下
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世

帯
（
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）

　

①
世
帯
員
の
い
ず
れ
も
が
70
歳
以
上
の

者
ま
た
は
18
歳
未
満
の
者
②
身
体
障
害

者
福
祉
法
に
規
定
す
る
障
害
の
級
別
が

水
道
料
等
助
成
金
制
度

３
級
以
上
の
者
が
世
帯
主
で
あ
る
こ
と

③
母
子
お
よ
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉

法
に
規
定
す
る
母
子
お
よ
び
父
子
家
庭

に
該
当
す
る
者
（
※
生
活
保
護
の
方
は

対
象
外
）

■
助
成
金
の
額
／
水
道
料
金
等
の
基
本
料

金
の
２
分
の
１
の
額

■
申
込
方
法
／
左
記
か
ら
申
請
書
を
受
け

取
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
福
祉
医
療
課
福
祉

係
23
―
０
５
０
０

　

町
内
在
住
の
保
護
者
の
方
で
、
こ
の
春

お
子
さ
ん
が
、
高
校
・
大
学
に
進
学
や
在

学
し
、
さ
ら
な
る
学
業
向
上
を
目
指
す
方

へ
の
奨
学
金
制
度
で
す
。（
こ
の
奨
学
金

は
返
済
不
要
で
す
の
で
、
他
の
奨
学
金
制

度
と
の
重
複
受
給
は
で
き
ま
せ
ん
）

　

選
考
に
あ
た
り
、
本
人
学
力
・
保
護
者

所
得
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
ま
で
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
区
分
と
奨
学
金
額
／

　

・
高
校
等
＝
月
額
９
千
円
以
内

　

・
大
学
等
＝
月
額
２
万
５
千
円
以
内

■
募
集
予
定
人
数
／
高
校
等
・
大
学
等
そ

　

れ
ぞ
れ
７
名
以
内

■
募
集
に
つ
い
て
／
４
月
１
日
以
降
、
在

　

学
中
の
学
校
を
経
由
し
て
の
申
請
と
な

　

り
ま
す
。
募
集
開
始
に
つ
き
ま
し
て
は

　

広
報
４
月
号
・
HP
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
教
育
委
員
会
学
校

　

教
育
課
☎
56
―
８
０
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平
成
28
年
度
倶
知
安
町
奨
学
金
制
度

周

知

　

平
成
28
年
１
月
以
降
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
を
申
請
さ
れ
た
方
に
は
交
付
通
知
書
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。
交
付
通
知
書
（
は

が
き
）
が
自
宅
に
届
い
た
方
は
、
役
場
住

民
係
で
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
平
日
受
取
が
困
難
な
方
は
、
休
日
窓

口
を
開
設
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
混
雑
を
避
け
る
た
め
に
事

前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
休
日
開
設
日
／
３
月
6
・
13
日
（
日
）

■
受
付
時
間
／
９
時
〜
16
時

■
平
日
受
付
時
間
（
予
約
必
要
な
し
）
／

８
時
45
分
〜
18
時

■
必
要
書
類
／
人
に
よ
っ
て
必
要
な
書
類

が
異
な
る
の
で
、
通
知
カ
ー
ド
同
封
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
交
付
通
知
書
（
は
が

き
）
を
よ
く
読
み
、
交
付
を
受
け
る
際

に
は
不
備
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
の
た
め
の

休
日
窓
口
の
開
設

　

３
月
26
日
（
土
）
に
、
北
海
道
新
幹
線

が
開
業
し
ま
す
。開
業
日
お
よ
び
翌
日
は
、

新
幹
線
利
用
者
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
来
場
者

な
ど
に
よ
り
、
周
辺
道
路
の
相
当
な
混
雑

が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
新
幹
線
駅
周
辺
で

交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。
渋
滞
緩
和
の

た
め
、
新
函
館
北
斗
駅
お
よ
び
木
古
内
駅

に
来
場
さ
れ
る
際
は
、
公
共
交
通
機
関
の

ご
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
北
斗
市
総
務
部
企
画

財
政
課
☎
０
１
３
８
―
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木
古
内
町
ま
ち
づ
く
り
新
幹
線
課

　

☎
０
１
３
９
２
―
２
―
３
１
３
１

北
海
道
新
幹
線
開
業
に
伴
う

交
通
規
制
に
つ
い
て

　

近
年
、
北
海
道
内
で
積
雪
に
よ
る
建
物

の
倒
壊
が
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
町

内
で
も
同
じ
よ
う
な
事
故
が
発
生
し
て
お

り
、
倒
壊
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
屋
根

の
雪
下
ろ
し
な
ど
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

今
冬
も
気
温
が
上
昇
し
た
日
中
に
、
落

雪
に
よ
り
道
路
の
一
部
が
塞
が
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
年
の
気
温
や
雪
の

降
り
方
に
よ
っ
て
普
段
落
ち
な
い
雪
が
一

気
に
落
ち
た
り
し
ま
す
の
で
、
屋
根
に
ま

だ
雪
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
雪
下
ろ
し
を
す
る
際

は
命
綱
を
つ
け
る
な
ど
落
下
事
故
に
注
意

し
、
一
人
で
作
業
を
行
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
災
害
時
に
避
難
で
き

る
よ
う
に
、
非
常
口
や
避
難
階
段
、
敷
地

内
の
避
難
通
路
の
除
雪
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
建
設
課
・
住
民
環

　

境
課
☎
22
―
１
１
２
１

積
雪
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
の
防
止

注

意

　

昨
年
12
月
25
日
、
倶
知
安
町
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
長
に
旭
晴
美
さ
ん
（
写
真
）

が
就
任
し
ま
し
た
。
選
挙
管
理
委
員
の
任

期
は
４
年
間
で
、
平
成

31
年
12
月
24
日
ま
で

委
員
長
を
務
め
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

い
。
書
類
に
不
備
が
あ
る
と
交
付
で
き

ま
せ
ん

　

通
知
カ
ー
ド
が
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方

は
、
住
民
係
で
保
管
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先
／
町
住
民
環

　

境
課
住
民
係　

☎
56
―
８
０
０
７



セ
ル
フ
方
式
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

利
用
に
際
し
て

　

ド
ラ
イ
バ
ー
自
ら
が
給
油
を
行
う
こ
と

の
で
き
る
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
方
式
の
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
、
簡
単
な
操
作
で
給
油

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
ガ
ソ
リ
ン

な
ど
の
燃
料
は
消
防
法
令
で
貯
蔵
や
取
り

扱
い
が
規
制
さ
れ
て
い
る
「
危
険
物
」
で

あ
り
、
操
作
方
法
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と

重
大
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
を
利
用
す
る
際
は
、

操
作
手
順
に
従
っ
て
、
正
し
く
給
油
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
給
油
の
際
、
不
明
な
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
計
量
器
付
近
に
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
従
業

員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
事
件
簿
ー
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

平成 28年 平成 27年
人　身 3件 1件
物　損 82件 69件
死　者 0名 0件

1 月末までの
町内交通事故発生状況

平成 28年 平成 27年
火　災 2件 1件
救　急 103件 98件
救　助 1件 0件
その他 4件 4件

1 月末までの災害出動状況

おたんじょう
おめでとう

人の動き　平成 28 年 1月末現在

人　　　　　口

　　　男

　　　女

世　　帯　　数

16,181 人

 8,160 人

 8,021 人

8,537 世帯

（前月比 +129）

（前月比  +74）

（前月比  +55）

（前月比 +123）

うち外国籍住民 1,159人（前月比 +114）

主
な
事
件

▽
自
動
車
盗
難
の
発
生
に
つ
い
て

　

エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
つ
け
た
ま
ま
路
上
駐

車
し
て
い
た
車
両
が
盗
ま
れ
ま
し
た
。

▽
部
品
ね
ら
い
の
発
生
に
つ
い
て

　

駐
車
車
両
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
盗

ま
れ
ま
し
た
。

▽
器
物
損
壊
の
発
生
に
つ
い
て

　

駐
車
車
両
の
後
部
ガ
ラ
ス
が
割
ら
れ
ま

し
た
。

交
通
事
故

▽
１
月
２
日
、道
道
の
直
線
路
に
お
い
て
、

追
い
越
し
中
の
車
両
が
対
向
車
両
に
衝
突

し
、
さ
ら
に
多
重
事
故
に
発
展
し
た
交
通

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

▽
１
月
16
日
、
町
道
の
十
字
路
交
差
点
に

お
い
て
、
出
会
い
頭
衝
突
す
る
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。

古
こ や ま

山　楓
かえで

ちゃん
　　（父　和希　　母　浩美）

遠
えんどう

藤　匠
た く ま

馬 ちゃん 北 4東 8
　　（父　昌宏　　母　梨沙）

本
ほ ん ま

間　柊
と わ

羽 ちゃん 北 4東 7
　　（父　健太　　母　さおり）

織
おりかさ

笠　崇
た か と

人 ちゃん 南 3東 7
　　（父　健二　　母　真子）

愛
あいざわ

澤　明
あき

ちゃん 南 8西 1
　　（父　謙太　　母　はるな）

吉
よ し だ

田　壮
そうすけ

佑 ちゃん 南 4東 1
　　（父　友紀　　母　祐子）

桶
お け や

矢　琥
こ て つ

鉄 ちゃん 南 1東 1
　　（父　和希　　母　亜莉沙）

佐
さ と う

藤　壱
いっせい

星 ちゃん 南 4東 6
　　（父　良洋　　母　美登樹）

吉
よ し だ

田　大
ひ ろ と

翔 ちゃん 北 4東 3
　　（父　大樹　　母　奈央美）

今
い ま い

井　蓮
れ ん と

斗 ちゃん 南 3東 7
　　（父　孝史　　母　菜緒）

小
こじょう

上　斗
と む

夢 ちゃん 南 1東 1
　　（父　郁美　　母　清香）

今
い ま い

井　美
み つ き

月 ちゃん 北 6西 4
　　（父　幸弥　　母　絵里）

佐
さ と う

藤　咲
さ く

玖 ちゃん 北 6西 4
　　（父　庸平　　母　智美）

髙
たかはし

橋　柚
ゆ ず さ

紗 ちゃん 北 4西 4
　　（父　竜馬　　母　幸江）

峠
と う げ

ケ　吹
ふ き

喜 ちゃん
北 1西 3

峠
と う げ

ケ　大
お き

喜 ちゃん
　　（父　孝高　　母　裕季子）

　昨年 12 月 16 日、最高裁判所の大法廷で、離婚した女性は 6カ月

間再婚できないとする民法の規定について、100 日を超える部分は

憲法違反であるとする判断が示されました。なぜ 100 日を超える部

分だけが憲法違反と判断されたのでしょうか。

　前提として、民法には、①結婚中に妻が妊娠した場合は夫の子と

推定される、②離婚成立から 300 日以内に生まれた子は、離婚した

夫の子と推定される、③再婚成立から 200 日を経過した後に生まれ

た子は、再婚した夫の子と推定される、というルールがあります。

このルールがある理由は、子どもの父親が、「離婚した夫」と「再

婚した夫」のどちらであるかを直ちに決めることができない事態に

なり、子どもに不利益が生じないようにする必要があると考えられ

たからです。

　ただ、女性が離婚した直後に再婚し、200 日を経過した時点で子

どもが生まれたケースでは、生まれた子どもは②と③の両方に当て

はまります。そうすると「離婚した夫」と「再婚した夫」のどちら

が子の父親であるかについて混乱が生じ得ます。そこで、そのよう

な混乱が生じることのないよう、再婚禁止期間が定められたのです。

　ですが、計算上は、女性が離婚後 100 日間、別の男性と再婚しな

ければ、推定は重ならないのに、民法では 100 日よりも幅のある 6

カ月間を女性の再婚禁止期間としています。　

　今回、憲法違反であると判断された理由には、100 日の限度で再

婚禁止期間もうけることには理由があるけれど、100 日を超えて禁

止することには正当性がないと考えられたことがあります。

女
性
の
再
婚
禁
止
期
間

岩内ひまわり
基金法律事務所

弁護士古宮 靖子
☎ 0135-61-4777
FAX0135-61-4888

－17－

2 月 15 日 ( 月 ) までに住民係へ届け出があったも

ので、承諾を受けた内容について掲載しています。

ごめいふくをお祈りします
荒　木　　進　さん (89)　　北 3東 1
久　保　茂　之さん (81)　　南 5西 1
油　谷　ヒ　デさん (87)　　南 4西 2
工　藤　ヤヱ子さん (94)　　北 2西 2
平　川　ハツヱさん (89)　　字琴平
福　地　澄　子さん (84)　　南 6西 2
今　野　仲　雄さん (83)　　北 3東 6
新井田　二三子さん (81)　　北 5西 3
大　澤　キ　ヨさん (98)　　北 5東 3
大　島　幸　男さん (86)　　字高見
武　井　靜　夫さん (86)　　字寒別
後藤田　　信　さん (84)　　北 3東 5
清　野　澄　江さん (93)　　北 6西 1
　楠　　三　夫さん (78)　　南 4西 1



展覧会のお知らせ ミ ュージアムミ
「小川原脩　アジアの大地」

　悠久の大地とすべてを包み込むような空。中国、チベット、イ

ンドと旅し、ここ倶知安で創作を続けた小川原脩。アジアの大地

を描いた、小川原晩年の真骨頂ともいえる代表作の数々。どうぞ

お見逃しなく。

　会期：開催中～ 4月 17 日（日）

　今にして思えば、小川原先生とは不

思議なご縁があったようです。私の学

生時代は、同じ大学で非常勤講師をな

さっていた時期にちょうど重なります

し、その後勤務した道立近代美術館で

は、「小川原脩展　対話・沈黙－遥か

なるイマージュ」の担当になったので

すから。準備のために、倶知安のアト

リエには何度も足を運び、屋根裏から

巻かれたキャンバスを引きずり出した

記憶はいまだに鮮明です。それ以降、

小川原先生と顔を合わせるのは、もっ

ぱら札幌時計台ギャラリーで毎年のよ

うに開催されていた個展会場でした。

先生のあの太く渋い話し声は、今でも

耳の奥から響いてきそうです。

美術館長から

柴柴
しばしば

 　 　勤勤
つとむつとむ

館　長

3 月の休館日

1、8、15、22、29 日

開館時間は 9時～ 17 時
（入館は 16 時 30 分）

小川原脩記念美術館
☎ 21-4141

倶知安風土館
☎ 22-6631

■常設展示

■企画展示
「くっちゃんＡＲＴ 2016」

　倶知安から海外へと広がるアーティストの輪。油彩画、水彩画、

日本画、版画、陶芸に書まで、さまざまな作品が一堂に会します。

　会期：開催中～ 4月 17日（日）

　関連イベント

　アーティスト・トーク「くっちゃんあ～とＮＯＷ！」

　日時：（特別回）3月 5日（土）14時～ 14時 30分

　　　　（第 2回）3月 12日（土）14時～ 15時 30分

　　　　（第 3回）4月 9日（土）14時～ 15時 30分

　各回、出品作家 5～ 6名が自身の作品についてお話します。

　参加費：観覧料（一般 500円、高校生 300円、小中学生 100円）

　がかかります

　申込み不要・直接会場へお越しください。

　※詳しくはホームページをご覧ください

アート・イベントのお知らせ

エコール・ド・パリ物語⑦

「永遠の乙女像を求めて　マリー・ローランサン」

　日時：3月 26 日（土）14 時～ 15 時

　講師：柴　勤（当館館長）　　会場：当館映像ルーム　

　聴講無料

39 ＠ＲＴ　ＷＥＥＫ（サンキュー・アート・ウィーク）

　3 月 2 日（水）～ 9日（水）

　※期間中は、観覧料が団体料金になります

　※来館した皆さんにオリジナルグッズのプレゼントがあります

　　（数量限定）

■土曜サロン

－18－

【クローズアップ】

西村計雄記念美術館

「西村計雄　画業をたどる展覧会『世界の山

やま』」世界各地の山を描いた作品を中心に、

西村計雄の画業をたどります。

会期：開催中～ 7月 10 日（日）

■西村計雄記念美術館　☎ 0135-71-2525

■有島記念館　　　　　☎ 0136-44-3245

■木田金次郎美術館　　☎ 0135-63-2221

■荒井記念美術館　　　※冬季休館中

海と山と田園と－ミュージアムロード情報－



　フワフワだった雪面が陽光で締まるようになると、意外に多くの小

動物が現れる。雪面をピンクや薄緑に染める微小なトビムシの仲間、

蚊のように見えるユスリカの仲間、そして昆虫以外では寝ぼけ面のク

モたち。圧倒的に多くを占めるのは昆虫だ。

　昆虫といえば一般的には夏のイメージだろう。出現する種数から言

えば確かにそのとおりなのだが、世の中に例外はつきものの如く、冬

季にだけ現われるのも存在する。中でも最も目立つのが体長 1～ 2セ

ンチほどの黒っぽくて細長いムシで、渓流が流れているような山ぞい

に多い。クロカワゲラと総称される原始的な昆虫である。

―雪の上の小動物―
396 回

『水道』

1984年　小川原　脩　画

　アジアの大地をめぐる旅。2 度のチベット行を経て、

1983 年 8 月、72 歳の小川原脩は、チベット文化の原型

を求めてインド北部のラダック地方を訪ねた。ヒマラヤ

山脈の南、3 千メートルの高地では空気は薄く、高山病

に苦しみながらもゴンパ（チベット仏教の寺院）の曼荼

羅図と、その土地に暮らす人々の素朴な暮らしを見てき

た。

－19－

　ラダックの集落で女性たちが井戸（簡易水道）に集まり、腰をかがめたり、子を背負いながら水をくんでいる。手

前には石が３つ。ゴツゴツとした岩肌がむき出しの乾燥した土地で、蛇口から流れ出る水を取り囲む。天気のこと、

暮らしのこと、他愛のない世間話が聞こえてきそうだ。その背後にはロバのキャラバンが峠を越えて、別の集落へと

向かっていく。ロバの足元には緩やかな弧線が描かれ、大地を踏みしめて歩むさまを伝えている。

　これは、実際の風景をそのまま切り取った絵ではない。劇場の舞台のように、いくつもの場面を組み合わせたもの

である。現実にはありえない空間構成が、逆に真に迫るような実感を呼び起こす。この作品もまた、その土地でその

空気に包まれたような感覚を私たちにもたらしている。

文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）

　クロカワゲラは天気の良い日中に雪面の上を歩いているのをよく見かける。詳しく見ると、ハネは長かったり短かっ

たり、はたまた無かったりでさまざまだ。目立つためだろう、雪
せつじょ

蛆の名で古記録にも見えている。たくさんの種を含

むことは分かっているが、北海道に、そして日本にどれだけの種がいるのか正確なところはわかっていない。

　この仲間は、幼虫が秋から冬にかけて渓流の水中で落葉や藻類を食べて成長し、冬に成虫となって雪の上に出現す

るという生活サイクルを持つ。わざわざ冬に出現する理由として、外敵が少ない利点が挙げられている。その一方で、

その黒っぽい体色は輻
ふくしゃねつ

射熱を体温保持に利用するためらしいのだが、雪面では実によく目立つ。そのためセキレイな

どの鳥がさかんについばんでいるのをよく見る。どうも理屈のつき合わせが良くわからないのだが、モノゴトはそう

単純ではないと言うことなのだろう。

　雪面上の小動物は、身のまわりの自然が健全であることを示すモノサシでもある。だからこそ、良くわからない連

中が今もちゃんと見られることを深く喜びたいものだ。

文：岡崎　毅（倶知安風土館館長）　
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はないかと思っております。

設営や運営にご尽力いただき

ました関係団体の皆さまには

心よりお礼申し上げます。

今月のメニュー

絵本館 10～ 18 時（水曜休館）

おひなさまのいえ　　　　　ねぎし れいこ

かぜひいた・・・　　　　　小池 アミイゴ

ぷっぺと銭湯おとうさん　　よしなが こうたく

新装版　続・レモンをお金にかえる法

　　　　　　　　　　　 　ルイズ・アームストロング

「けんぽう」のおはなし　　　武田 美穂

絵本　星の王子さま　　　 ｱﾝﾄﾜｰﾇ ･ ﾄﾞｻﾝ = ﾃﾞｸﾞｼﾞｭﾍﾞﾘ

GAMBA ガンバと仲間たち　　時海 結以

まんがで読む竹取物語 ･宇治拾遺物語　谷口 孝介

好奇心をそだて考えるのが好きになる科学のふしぎな

話 365　　　　　　　　　　日本科学未来館

★ 3月 29 日（火）は図書整理日のためお休み

公民館 3階図書室 10～ 17 時（月曜休館）

ガラパゴス上・下　　　　　相場 英雄

植物たち　　　　　　　　　朝倉 かすみ

ママがやった　　　　　　　井上 荒野

死んでいない者　　　　　　滝口 悠生

バビロンの秘文字１　　　　堂場 瞬一

お伊勢まいり　　　　　　　平岩 弓枝

異類婚姻譚　　　　　　　　本谷 有希子

絶筆　　　　　　　　　　　野坂 昭如

ミレニアム４上・下　　ダヴィド・ラーゲルクランツ

★ 3月 31日（木）は図書整理日のためお休み

New Books
　今冬は平年の 70％程度の降雪・積雪量となり、例

年より除雪が楽な冬でした。日も長くなり、少しずつ

春の気配が感じられるようになりました。

　さて、2 月 19・25 日に高速道路（共和―倶知安間）

の事業化予算獲得に向け、関係省庁に要望活動を行っ

てきました。また、札幌が 2026 年に目指す五輪・パ

ラリンピックでのアルペン競技のニセコ開催に向けて

2 月中旬に FIS 役員が現地調査を行いました。候補地

になることを待望しています。

　先月は、新年度の予算編成作業を終え、町議会に提

案する準備を進めています。給食センター建替えや統

合保育所に向けた関連事業などで大型予算となりま

す。厳しい財政事情ではありますが、地方創生はじめ

観光、福祉、教育に重点的に配分し、住民サービスの

維持・向上にも努めたつもりですのでご理解のほどよ

ろしくお願いします。

　また、冬の最大イベント「雪トピアフェスティバル」

が開催されました。子どもから大人までたくさんの方

にお集まりいただき、大いに楽しんでいただけたので

西江栄二西江栄二

－20－

ひ な ま つ り パ フ ェ
子どものおやつは 4番目の食事

1 人分　
エネルギー　150kcal

　子どもは 1歳頃に離乳食を卒業していきますが、1日

に必要な栄養素を 3度の食事に分けて消化吸収するには

胃が小さく他の内臓も未熟です。そのため栄養素を補う

「4度目の食事としてのおやつ」が必要になります。

　おやつというと甘い物を連想しますが、子どもは血糖

を下げるインスリンを分泌する膵臓も未熟なので、砂糖

を摂りすぎると高血糖になりやすいです。多すぎると糖

は血中で蛋白とくっつきやすく成長の妨げにもなりま

す。砂糖の 1日目安量は大人（糖尿病等は除く）

20g・1 歳 6 カ月児 5g・3 歳児 10g です。例えば乳酸菌飲

料 1本 80ml の砂糖量は約 15g です。今月のメニューは、

商品によりますが、砂糖はコーンフレークに含まれる 2g

位以下のみで、砂糖を摂り過ぎずに果物やヨーグルトか

ら必要な栄養素を補給できます。

✿材料（子ども 1人分）

✿作りかた
①バナナは斜めに輪切りにする。イチゴは１個を薄切りに、

もう 1個は飾り用にとっておく

②グラスの上にコーンフレーク、ヨーグルト、果物の順番

で 2回入れる

③上にイチゴを乗せてミントの葉で飾り付けたら完成

イチゴ　2粒

コーンフレーク（甘くないもの）　カップ半分

プレーンヨーグルト　　カップ半分

バナナ　1/4 本

ミントの葉　適量

▲新幹線試乗会にて
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